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（３）熊本城周辺地域の景観形成基準（重点地域） 約 550ha 

熊本城周辺地域では、ランドマークとしての熊本城への眺望、熊本城からの眺望、市街地と熊本
城との間のゆとりある眺望を保全するため、熊本城を望む視点場及び天守閣からの眺望に配慮した
景観形成基準を定めます。 

 
①対象地域及び視点場 

・対象地域と視点場を下図に示します。 
・熊本城周辺地域は、地域の特性を踏まえた眺望確保のため、熊本城特別地区、京町台地地区、

一般地区に区分します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

図 3-5 対象地域及び視点場 
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②景観形成基準 （特別史跡熊本城跡内の建造物については、熊本城周辺地域の景観形成基準は適用しません） 

項目 基準 

基本事項 

・視点場からの眺望の保全・向上に努め、必要に応じて景観シミュレーショ
ン※１を作成し、景観影響を確認すること。 

・本基準の内容の確認と合わせて、景観形成方針（第２章第２節 P30～P41）
の内容を確認すること。 

・新町・古町においては、「新町・古町地区の城下町の風情を感じられる 町
並みづくりガイドライン」（P153）、桜町・花畑周辺においては、「桜町・
花畑周辺地区まちづくりマネジメント基本計画 第６章デザインガイド
ライン」（P153）を参考とし、地域景観を阻害しないよう配慮すること。 

建
築
物
、
工
作
物
の
新
築
、
新
設
、
増
築
、
改
築
、
移
転
又
は
外
観
の
変
更 

位置・高さ 

 

・建築物等の位置を道路境界から後退させること等によって、可能な限り熊
本城の石垣と緑への眺望、ゆとりある歩行者空間の確保に努めること。 

・建築物等の高さは、ランドマークとしての熊本城への眺望及び熊本城天守
閣からの眺望を保全するために、以下のとおりとする。 

■熊本城特別地区         ■京町台地地区 
・海抜 50ｍを超えないこと。    ・海抜 63ｍを超えないこと。 

■一般地区 
・海抜 55ｍを超えないこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ただし、熊本城特別地区を除き、都市計画法に基づく高度利用地区等※２に
指定予定の地区における建築物等は、市⾧が熊本市景観審議会の意見を聴
き良好な景観形成に支障がないと認めた範囲内において、景観形成基準に
定められた高さを超えることができる。 

※２ 以下の制度等をいう。 
高度利用地区 都市計画法による地域地区 

再開発等による具体の計画が決まっている地域を指定。 
高度利用型 
地区計画 

都市計画法による地区計画 
主に街区単位での面的な整備を行う際に指定。 

総合設計制度 建築基準法による許可制度 
単独の敷地において公共貢献に応じて容積率や斜線制限の緩和を受ける。 

総合設計制度 
同等 

上記の総合設計制度と同等の公共貢献を行う。 
容積率や斜線制限等の緩和は受けないが、空地の確保等の公共貢献を実施。 

   
形態 

 

 

・建築物等は、地域の雰囲気を損なわない、全体を統一感のある形態意匠と
なるように配慮すること。 

・周囲のまち並みや山並みに調和するスカイラインの形成、屋外に設置され
る設備類の建築物全体との一体化等により、天守閣からの眺望に配慮した
デザインとすること。 

色彩・材料 

 

・「地域で推奨する色彩」及び「使用できない色彩」は、下表のとおりとする。 
・樹木との関係に配慮し、地域の雰囲気を損なわない「地域で推奨する色彩」

を使用するように努めること。 
ただし、「地域で推奨する色彩」以外を使用する場合は、景観シミュレーシ
ョンを作成し、事前協議すること。 

・対比効果の大きい色彩（色相・明度・彩度）の組合せは避けるように努め
ること。 

※１ 現況写真をもとに計画建物等の完成予想図を合成し、実際に建設した様子に近い景観を観察し、その景観上から
の影響を評価するもの  
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「地域で推奨する色彩」               （マンセル値） 
 色相 明度 彩度 

明灰色 N ８以上９以下 ― 
中灰色 N ６以上８以下 ― 
暗灰色 N ３以上 6 以下 ― 

明穏色 
R・YR・Y 系 

８以上 10 以下 
３以下 

GY・G・BG・B・
PB・P・RP 系 １以下 

中穏色 
R・YR・Y 系 

５以上８以下 
３以下 

GY・G・BG・B・
PB・P・RP 系 １以下 

熊本城特別地区内で、背景が樹木の緑となる場合は、明度３以上７以下とする。 
 

「使用できない色彩」変更命令の対象         （マンセル値） 

 色相 明度 彩度 

鮮明色 

R・YR 系 

全域 

６を超える 
Y 系 ４を超える 
GY・G・BG・B・PB・
P・RP 系 ２を超える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷地の緑化 ・屋上緑化、壁面緑化などを活用し、眺望景観にも配慮しながら積極的に緑
化を図ること。 

・大木、古木は、可能な限り保存を図ること。 
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図 3-6 景観形成基準等に基づくまち並み将来像イメージ 
※このイラストは、あくまで将来の景観誘導等による眺望全体のイメージを共有するためのものです 

 


